
ナーシング・グラフィカ EX 疾患と看護③『消化器』正誤表 

  第 1版第 1～3刷  

 

以下の箇所に誤りがありました．謹んでお詫びし訂正いたします． 

 

7章「胃・十二指腸疾患」 5節「機能性ディスペプシア」  

①機能性ディスペプシアとは 

 

p.219 用語解説 

 

【誤】                     【正】 
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ナーシング・グラフィカ EX 疾患と看護③『消化器』正誤表 

  第 1版第 1～3刷  

 

以下の箇所に誤りがありました．謹んでお詫びし訂正いたします． 

 

7 章「胃・十二指腸疾患」 3節「胃ポリープ」  

①胃ポリープとは 

 

p.210 下から 5 行目 

 

【誤】 

■胃底腺ポリープ 

 主に胃幽門線の領域である胃底部から体部に発生する． 

 

【正】 

 主に胃底腺の領域である胃底部から体部に発生する． 
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以下の箇所に誤りがありました。謹んでお詫びし訂正いたします。

6章　「食道の疾患」　章扉図解

p.176　胃食道逆流症（GERD）の解説

【誤】　　

【正】　　

ナーシング・グラフィカEX　疾患と看護③『消化器』　正誤表

第1版第1～2刷

2022

逆流性食道炎
食道粘膜傷害がある

非びらん性胃食道
逆流症（NERD）

胃食道逆流症
（GERD）

食道粘膜傷害はないが症状がある

LES の弛緩などにより
食道内の食物が胃内に
逆流する

逆流性食道炎
食道粘膜傷害がある

非びらん性胃食道
逆流症（NERD）

胃食道逆流症
（GERD）

食道粘膜傷害はないが症状がある

主に胃内の酸が食道に
逆流し，不快な症状や
食道粘膜傷害を起こす
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ナーシング・グラフィカ EX 疾患と看護③『消化器』正誤表 

  第 1 版第 1～2 刷  

 

以下の箇所に誤りがありました。謹んでお詫びし訂正いたします。 

 

8 章「小腸・大腸・肛門疾患」 5 節「薬剤性大腸炎」 

①薬剤性大腸炎とは  2 症状 

p.240 表 8-3■薬剤性大腸炎の特徴 

 

【誤】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正】 

 



ナーシング・グラフィカ EX 疾患と看護③『消化器』正誤表 

  第 1 版第 1～2 刷  

 

以下の箇所に誤りがありました．謹んでお詫びし訂正いたします． 

 

3 章「消化器の検査と看護」 2 節「血液検査」  

①血液検査とは  2 肝機能検査 

 

p.81 4 行目 

 

【誤】 

■AST（アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ） 

 AST（GOT） は細胞内でつくられる酵素で，主に肝細胞に存在しており，体内でのアミノ酸代謝

やエネルギー代謝の過程で重要な働きをしている．なんらかの異常で肝細胞が破壊されると血液中

に漏れ出すため，AST の数値が高いと，肝臓が障害を受けていることになる． 

 

【正】 

 AST（GOT）は細胞内でつくられる酵素であるが，肝細胞以外にも心臓，赤血球，骨格筋，腎など

の臓器に多く存在し，体内でのアミノ酸代謝やエネルギー代謝の過程で重要な働きをしている．ALT

と同様になんらかの異常で肝細胞が破壊されると血液中に漏れ出し，肝臓が障害を受けている状態

を反映するが，肝臓以外の臓器にも存在するため，値の増減が必ずしも肝臓に関係しているとは限

らない．AST値のみが高値を示す場合は，肝臓以外の病気の可能性もあるため，肝臓に関する情報

を得るには，ALTも一緒に確認する必要がある． 

 

 

p.81 9 行目 

 

【誤】 

■ALT（アラニンアミノトランスフェラーゼ） 

 ALT（GPT）も同じく細胞内でつくられる酵素であるが，肝細胞以外にも心臓や腎臓などの臓器

に多く存在し，体内でのアミノ酸代謝やエネルギー代謝の過程で重要な働きをしている．AST と

同様になんらかの異常で肝細胞が破壊されると血液中に漏れ出し，肝臓が障害を受けている状態

を反映するが，肝臓以外の臓器にも存在するため，値の増減が必ずしも肝臓に関係しているとは

限らない．ALT 値のみが高値を示す場合は，肝臓以外の病気の可能性もあるため，肝臓に関する

情報を得るには，AST も一緒に確認する必要がある． 

 

【正】 

ALT（GPT）も同じく細胞内でつくられる酵素で，ほとんどが肝細胞に存在しており，体内でのア

ミノ酸代謝やエネルギー代謝の過程で重要な働きをしている．なんらかの異常で肝細胞が破壊され

ると血液中に漏れ出すため，ALT の数値が高いと，肝臓が障害を受けていることになる． 
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ナーシング・グラフィカ EX 疾患と看護 ③「消化器」正誤表 

 第 1 版第 1 刷 

以下の箇所に誤りがありました．謹んでお詫びし訂正いたします． 

第 8 章「小腸・大腸・肛門疾患」 2 節「クローン病」 

①「クローン病とは」 3 項「治療」 

p.234 本文 6～7 行目 

【誤】 

1日の維持投与量は，理想体重1kgあたり30kcal患者本人を中心に以上を目標に投与する． 

【正】 

1日の維持投与量は，理想体重1kgあたり30kcal以上を目標に投与する． 

（赤線部の文章を削除） 
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